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令和２年度第１回光市行政改革市民会議【書面開催】でのご意見・ご

提言等及び回答 

議題：第３次光市行政改革大綱実施計画の実施状況について 

１．第３次光市行政改革大綱実施計画関係 

コード 個別項目 ご意見・ご提言等 回答 

全体 実施計画は取組みにより一歩一

歩前進しているように見受けら

れる。 

１１２０

１ 

（資料７

Ｐ） 

シティセー

ルスの視点

に立ったホ

ームページ

等の充実 

来光者を増やすた

めに、光市の財産で

ある海と駅が近い

利便性を活かせる

ような取組みを職

員発信で行っては

どうか。 

虹ケ浜海岸と光駅が近い

環境は、観光客を呼び込むた

めの「売り」であることはも

とより、豊かな自然と駅を中

心とした居住空間がコンパ

クトにまとまった、本市の

「快適な住環境」を象徴する

最適なロケーションである

と考えています。 

こうしたことから、昨年度

は、行政と市民団体そして

1,000人を超える市民が携わ

り、本市で結婚し、新生活を

スタートさせる２人をお祝

いする「まちぐるみWedding」

を光駅と虹ケ浜海岸を舞台

に開催したところであり、テ

レビで全国放送されるなど

大きな反響を呼びました。 

今後も、まちの象徴である

「海」や、本市の交通結節の

基本となる「駅」を有効に活

用し、まちの魅力の発信に努
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めていきたいと思います。 

また、駅が近い利便性を

含めた「光の海」の魅力に

ついて、各種メディアを活

用した積極的な情報発信

を展開し、また、光駅の整

備も予定していることか

ら、駅と海がつながるよう

な取組みを今後も検討し

ていきたいと考えていま

す。 

２１１０

４ 

（資料９

Ｐ） 

各種証明書

のコンビニ

交付の導入

マイナンバーカー

ドの交付率が低い

のではないか。 

本市のマイナンバーカ

ード交付率は、令和２年１

０月３１日現在で、27.8％

と、県内市町の中で最も高

くなっています。 

更なる交付率の拡大に

向けて、休日臨時窓口など

引き続き取り組んでまい

ります。 

２１１０

７ 

（資料９

Ｐ） 

マイナンバ

ーカードを

利用したワ

ンストップ

サービスの

推進 

活用策の拡大、利便

性の向上がないと

導入が進まないた

め、国・県等と一体

となって活用の拡

大策を検討・推進し

て欲しい。 

マイナンバーカードを

活用した主なサービスと

しては、オンライン申請

や、コンビニ交付などに限

定されていますが、現在国

において様々な活用策が

検討されており、令和３年

３月からは健康保険証と

して利用が可能となるな

ど今後増加していく見込

みです。 

 本市においても国のサ

ービス追加に併せ、システ

ムの改修や、事務手続きの

変更を進めるなど取組み

を進めてまいります。 
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２２１０

３ 

（資料１

０Ｐ） 

市営住宅の

ストック水

準の適正化

老朽化が著しい市

営住宅については、

近隣住民の安全面

を考慮し、解体・跡

地利用について検

討すべきではない

か。 

市営住宅の老朽化による

解体等につきましては、現在

光市営住宅等長寿命化計画

に基づき、既存入居者のご理

解とご協力をいただきなが

ら、順次、用途廃止及び建物

の解体を進めており、令和２

年度につきましては、虹川住

宅等の一部を解体する予定

としています。

２．その他の主なご意見・ご提言等 

その他の主なご意見・ご提言等 回答 

来光者を増やすために、アウトド

アメーカーやリゾート開発・運営

企業等と連携した取組みを行っ

てはどうか。その際の費用面は民

間資金を活用してはどうか。 

冠山総合公園においては、県内外へのＰＲ

と利用促進のため、指定管理者が民間事業者

等と提携して、オートキャンプ場の割引サー

ビスを実施しています。

運転免許証を返納した高齢者が

光総合病院に通院する際、自宅近

くにバス停が無い場合、利用が難

しい。 

本市の公共交通機関のマスタープラン

「地域公共交通網形成計画」において、

バス路線再編後にバス停等までの移動が

困難になる地域に対し、「地域内交通の導

入」を進めることにしています。導入に

あたっては、地域の皆様の意向、地域の

特性、移動実態及び移動ニーズを十分に

把握し、地域の皆様と共に考えながら検

討していく必要があると考えています。

なお、伊保木地区においては、「いおき

楽々会」により「コミュニティ交通」事業

を実施していただいています。 

また、生活支援体制整備事業において、

地域の高齢者等の困りごとについて話し

合う場の設置を進めており、「交通弱者」

に対する支援のあり方等を始め、地域が

主体的になりテーマを決め課題解決策に

ついての話し合いを進めています。移動
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については、様々な視点から意見交換を

行いその地域にあった形を検討していま

す。 

運転免許証を返納した高齢者が

光総合病院通院時に利用するタ

クシー代の割引券発行を検討し

て欲しい。 

運転免許証の返納者に対するタクシー

代の助成は、現在、山口県警が中心とな

った制度でタクシー料金が１割引きとな

る助成制度があります。市としては、生

活支援体制整備事業による地域の話し合

いの場における、助け合いによる新たな

取組等も含め、本市の状況にあった真に

必要な支援の形について、引き続き研究

していきます。 

各コミュニティセンターの役割

を現行の、地域の伝統文化等の継

承や町おこし等に向けた地域住

民と市役所職員の共助・協働活動

に加え、市の行政施策等の住民へ

の周知徹底及び施策に対する住

民の意見提案の提出先になる等

新たな役割を担ってはどうか。 

施策等を所管する部局の責任におい

て、積極的に周知・意見聴取等の機会を

図ることが大切と考えています。 

各コミュニティセンターは建て

替え時期にかかっており、このタ

イミングで地域住民の意識や地

域の悩みが一体化・理解しやすい

小学校区に１つのコミュニティ

センターの再編成を検討して欲

しい。 

平成２６年１２月策定のコミュニティ

推進基本方針において、コミュニティの

範域については現在の範域を基本に、各

地区でコミュニティセンターを拠点に多

様な活動が展開されており、現時点にお

いて、小学校区とコミュニティセンター

を同一の範域に組み替え、施設を再編成

することは難しいと考えています。 


